Structural Characteristics of the Self-knowledge of Individuals with Dissociative Experiences by Horiuchi, Takashi





Structural Characteristics of the Self-knowledge of  
Individuals with Dissociative Experiences 
 

























                                                          
１ 本研究は，平成 23-25 年度科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金（基盤研究（C）23530900）を受
けて行われた。 
２ 調査の実施にご協力いただいた徳永侑子さんにこの場を借りてお礼申し上げます。 
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 そこで本研究では，Campbell, Assanand, & Di Paula（2003）を参考に，自己概念の明確性（Campbell, 
1990；Campbell, Trapnell, Heine, Katz, Levallee, & Lehman, 1996）と自己複雑性（Linville, 1985）
という二つの指標に注目する。自己概念の明確性（self-concept clarity）とは，「個人の自己概念
の内容や自己についての信念が，明瞭に確信を持って定義され，内的な一貫性を持ち，通時的に安















 調査対象者 大学生 138 名を対象に調査を実施した。回答者のうち，回答に不備のあるものを除
いた 137 名（女性 104 名，男性 33 名）を有効回答者とした。平均年齢は 19.06 歳（SD＝1.17）であ
った。 
 調査時期 2011 年 5 月～6 月に実施した。 
 調査内容 質問冊子は以下の内容から構成されていた。①解離性体験尺度：Carlson & Putnam
（1993）を田辺（1994）が邦訳し標準化した解離性体験尺度-II の 28 項目版を使用した。調査対象
者は，各項目で記述された解離性体験（例：テレビや映画を観ていて，周囲で起こっているできご
とに気づかないほど物語に没頭していることがある）について自身にあてはまる程度を 0％「そう
いうことはない」から 100％「いつもそうだ」の 11 件法で回答することが求められた。②自己概念
の明確性尺度：Campbell et al.（1996）を徳永・堀内（2012）が邦訳し標準化した邦訳版自己概念
の明確性尺度を使用した。尺度は「私は自分の性格のいろいろな側面の間に矛盾を感じることはめ
ったにない」といった自己概念の明確さを問う 12 項目からなり，5 件法（1.全くあてはまらない，
2.あまりあてはまらない，3.どちらでもない，4.少しあてはまる，5.よくあてはまる）で回答を求
めた。③自己複雑性：林・堀内（1997）の手続きを踏襲し，日常生活のいろいろな場面を思い浮か




























DES ―     
SCC -.36 ** ―    
H .16 + -.11 ―   
PH .05 .02 .82 ** ―  
NH .17 * -.18 * .85 ** .42 ** ―
SCC H PH NH
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